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Abstract 

The purpose of this study was to investigate a health care service for elderly before and after starting the Long-

term care insurance system in N village, Aomori. It involved fifty-nine subjects. All subjects had health care 

service before the Long-term care insurance. However, fifteen subjects had not received health care insurance 

after starting Long-term care insurance; they did not apply for or were left off the new service. 

This study showed that (1) ninety percent of the subjects received the same service before and after the new 

insurance system, (2) the utilization of home-visit service decreased after the new service, whereas the utilization 

of day care service remained, (3) Almost all who were not eligible for the new service were content with their 

present states, but some had anxiety for isolation. 
In conclusion, health care services for elderly had remained the same before and after the Long-term care 

insurance was introduced. And other health care service is needed for the elderly who left off the new service, in 

order to protect them from any diseases and isolation. 

(J.Aomori Univ.Health Welf.4 (1) :89-93, 2002)

　　　　　　　　　　 はじめに

　今 までの老人保健制度 と老人福祉制度 を再編成 し、国

民の共同連帯の理念に基づき、社会全体で介護を支える

仕組みとして平成12年4月 介護保険制度が導入された。

この制度は高齢者が 自立 した質の高い生活を送れるよ

う、自らの意思 に基づいて利用するサービスを選択する

ことを基本 としてお り、介護サービスの利用は 「措置」

か ら 「契約」へと移行 した。

　介護保険制度導入に当たっては、今 までのサービス レ

ベルを低下 させ ることなく実施 されることが重要であ

る。さらに、制度の理念で もある高齢者の自己決定、自

立支援 を実現 し、ニーズに合ったサービスへ と発展 させ

てい く必要がある。 しか し、制度自体が完成された もの

ではなく、運用 しなが ら作 り上げてい く部分 も多いため、

制度の移行期 においてはさまざまな課題があると考え

る。

　そこで本研究では、介護保険制度導入 によるサービス

利用状況の変化 と課題 を明 らかにするため、制度導入前

から自治体の保健福祉サービスを利用 していた在宅高齢

者に対 して、導入前後における利用サービス内容の変化

について調査を行ったので、考察を加えて報告する。

　　　　　　　　　　研究方法

1　サービス利用状況調査

1)対 象者および対象地域の概要(表1)

人口 2,281人

高齢者数 697人

高齢化率 30.6%

医療機関数 1箇 所

保健婦数 2人

特別養護老人ホーム 1箇 所

在宅介護支援センター 1箇 所
.
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表1・A村 の概況(平 成12年1月 末)
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　対象は、青森県A村 で平成11年12月 末において保健福

祉サービスを利用 していた在宅高齢者全員73人 で、途中

入院や入所 した者等を除 く59人 とした。

　対象地域 としたA村 は青森県内でも過疎化、高齢化の

進んだ地域であ り、医療面においても隣接 している市部

の医療機関 を利用せざるを得ない状況にある。そのため

保健福祉行政の果たす役割は大 きく、老人保健法の保健

事業が当初 より活発に展開されてきた。中でも機能訓練

事業は村保健師を中心に、非常勤ではあるが理学療法士、

作業療法士 をスタッフに加えて行われた。それは、健康

障害 を持った高齢者のみならず さまざまな健康 レベルの

高齢者を対象 に実施 されてお り、1回 あたりの参加者数

は20名 程度 と多 くの高齢者に利用 されて きた。かつ理学

療法士 との同行訪問 も実施され、保健師の家庭訪問活動

と合わせて高齢者の生活を支える保健サービスが行われ

てきた。

　 しか しマ ンパワーが限られていることや辺地であるこ

とから、高齢者が利用できるサービスとしては行政によ

る保健事業 と訪問介護、隣接市の通所介護であった。平

成8年 に入って村に特別養護老人ホームが開設 され、広

く村民にサービスを提供できる環境が整い、通所介護や

訪問介護の利用者が増加 した。施設開設当初は自立 して

いる高齢者に対 して もサービス利用が呼びかけたため、

通所サービスは高齢者の外出の機会 となっていた。

2)調 査方法

　サービス利用状況の実数 を把握するため、村役場保健

福祉担当者と在宅介護支援センターの資料か ら、介護保

険導入前は平成11年12月 、導入後は平成12年6月 のそれ

ぞれ1ヵ 月間のサービス利用実績を用いた。なお、必要

に応 じて担当者に直接内容の確認を行った。

2　 非該当者および非申請者への訪問による

　　聞き取 り調査

1)対 象

　研究方法1で の対象者59人(男 性11人 、女性48人)の

うち、要介護認定で非該当となった者14人 および非申請

者1人 の合わせて15人 を対象 とした。

2)調 査方法お よび内容

　直接対象者宅 を訪問 し、本人および家族に聞 き取 り調

査 を実施 した。なお、事前に調査の主旨と内容を説明 し

了解を得た上で行 った。

　聞 き取 り調査の内容は、①認定結果について(申 請 し

ない理由について)、② 困っていること、③生活上の不安、

④保健福祉サービスに対する要望等 とした。

　一 方 、「訪 問介護 」の利用 者数 は18人(30.5%)か ら10

人(17.2%)と ほ ぼ半 減 した。導 入前 の利用 者18人 の う

非該当者 に対 して 「通所介護」 を要支援の者と同料金で

従来 どお り利用できるように対策を講 じたためである。

また利用料金について見ると、導入前では料金は一律で

あったものが、導入後は要介護度別の設定となったため、

導入前から利用 していた者49人 のうち負担増が28人 、負

担減が21人 であった。(表4)

表4・ 通所介護の自己負担の変化

導入前 導入後

750円 ⇒ 非該当 ・要支援 726円(-24円)

要介護1・2 828円(+78円)

要 介 護3・4・5 1,090円(+340円)

制度導入後も引き続き利用している者49人

負担増 28人

負担減 21人

介護保険前 介護保険後

通所介護 49人 51人(+2)

訪問介護 18 10　 (-8)

身体 9 8　 (-1)

家事 11 3　 (-8)

複合 一 3　 (+3)

訪問看護 1 2　 (+1)

訪問診療 0 4　 (+4)

表3・ サービス利用者数の変化

　「通所介護」の利用者数 は、49人(83.0%)か ら51人

(87.9%)と なった。導入前の利用者49人 は全員継続 し

て利用 していた。また、新規利用者2人 は 「訪問介護」

か ら切 り替えたものであった。(表3)「 通所介護」の利

用者数がほとんど変化 しなかった理由として、A村 では

表2・ 要介護認定の申請状況と結果

申請者数 58人

非該当 14人 241%

要支援 10 17.2

要介護1 17 29.3

要介護2 7 12.1

要介護3 1 1.7

要介護4 5 86

要介護5 4 6.9

申請しなかった者 1

　　　　　　　　　　　 結果

1.サ ー ビス利 用状況 の変化

　要介護認定 の結果 を見 ると、 申請 を した者 は59人 中58

人 で 、そ の うち 「非該 当」 は!4人(24.1%)で あ った。

また 「要介護1」 が最 も多 く17人(29.3%)で 、 次い で

「非 該当」、「要支援」10人(17.2%)で あ った。(表2)



ち利用 を継続 した者は9人 で、残る9人 は導入後利用 し

な くなったが、その理由は、要介護認定を申請 していな

い(1人)、 要介護認定で非該当 とな りサービスが利用

で きな くなった(3人)、 申請手続 きが遅れ対象月に利

用で きなかった(1人)、 個人的理由で対象月に利用 し

なか った(1人)、 不明(3人)で あった。また新規利

用者は1人 であった。利用料金 については、導入前N村

では 「訪問介護」はほとんど無料で提供 されていたため

全員 が負担 増 となった。負担額 と しては、 自己負担1割

とな った者 が3人 で1000～3000円/月 、 自己負担3%と

な った者 が6人 で1000～3000円/月 の負担 増 とな ってい

た。

2.非 該当および非申請者の訪問による聞き取 り調査

1)訪 問調査対象者の概要(表5)

訪問調査対象者15人 のうち、非該当者13人 と非申請者

表5・ 聞き取 り調査の結果
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1人 の合わせ て14人 については直接本人から聞 き取 り

し、残 り1人 は家族か ら聞き取 りを実施 した。対象者は

女性が多 く、さらに一人暮 らしの者が半数以上を占めた。

対象者の概要は表6の とお りであった。

サービス利用の変化を見ると、15人 のうち11人 は変化

がなく 「通所介護」 を継続 して利用 していた。残 る4人

は変化 してお り、導入前は4人 とも 「訪問介護」 を利用

していたが、導入後1人 は 「通所介護」 に切 り替えて利

用 し、あとの3人 はまったくサー ビスを利用 していない

状況であった。

制度導入後 にサービスを利用 しなくなった3人 のうち

1人 は老夫婦世帯であ り、

性であった。

2人 は実質的な単 身世帯の男

2)聞 き取 り調査 の結果(表5)

導入後 も引き続 き 「通所介護」 を利用 している11人 か

らは、特に不満は聞かれず、現状に満足 している様子が

うかがえた。 またその中の3件 では家族からも調査でき

たが、「今 までどお り通所介護で外出で きて、満足 して

いる」 とA村 の非該当者への対策 を評価する声が聞かれ

た。加 えて、「家 に閉 じこもった り、呆けた りしない よ

うに高齢者が もっと外出できるサービスを増や して欲 し

非該当者

年齢 性別 家族構成 認定結果
利 用サー ビス

困っている こと 不安 要望
前 後

1 84 女 1人
別に何とも思わ

ない
デ イサー ビス な し

思っても仕方な
い

な し

2 78 女 1人
介護保険わから

ない
デ イサー ビス な し

思っても仕方な
い

な し

3 77 女 息子家族 しょうがな い デ イサー ビス な し
先のことはわか
らない

な し
一『

4 78 女 1人 当然 デ イサー ビス な し
1人 で さみ しい、

移転
雪下ろし

5 80 女 1人 介護保険わから
ない

デ イサー ビス な し 死んだときのこと な し

6 81 女 息子夫婦
介護保険わから
ない

デイサー ビス な し なし

一一一

な し

7 85 女 1人 当然 デ イサー ビス な し 考えてない な し

8 83 女 夫 当然 デイサー ビス な し なし

一一

な し

9 75 女 1人 当然 デ イサー ビス な し 具合悪いとき 安心電話の設置

10 75 女 息子家族
介護保険わから
ない

デ イサー ビス なし な し な し

11 81 女 娘夫婦 しょうがな い ヘルパ ー デ イサー

ヒス
な し 娘との関係 満足

12 89 男 息子
介護保険わから

ない
ヘルパ ー な し

世の中がわからな
い

何 が起こ って い

るのか?

デイ受けたい 人

と話したい

13 84 男 息子2人
介護保険わから
ない

ヘルパ ー な し 他人との接触なし
1人 でず っとい ら

れな いだ ろう

話を聞 いて欲 し

い、 話 したい、雪

非申請者

年齢 性別 家族構成 申請しない理由
利用サ ー ビス

困 って いること 不安 要望
前 後

14 79 女 夫
介護保険わから
ない

ヘルパ ー な し なし なし な し



い」 といった高齢者の外出を促すサービスや他人と交流

できるサービスを期待する意見が出された。

　「訪問介護」か ら 「通所介護」 に切 り替えた1人 につ

いても、特に生活上の問題を感 じておらず、現段階では

満足 している様子であった。

　一方まった くサービスを利用 しな くなった3人 のうち

老夫婦世帯である1人 は、今の ところ自立 した生活 を

送っていて特 に不満はないということであった。 しか し

実質的には単身世帯である男性2人 か らは、「ヘルパーが

来な くなって他人と話す機会が減った」「もっと人と話 し

たい」「外では何が起 きているのかわか らない」 と日常

生活上は問題がないものの、孤立感を強 く感 じていて、

不安な様子がうかがえた。加えて、サービスが利用でき

な くなったことに対する不満 も聞かれた。

　　　　　　　　　　　 考察

　介護保険制度導入前後でのサービス利用の変化につい

て調査 した が、今 回の対象 者59人 中9割 以上 の56人

(94.9%)は 大 きな変化がなく、その うち50人 は導入前

後で同 じサービスを、6人 は導入後一部変更 して利用 し

てお り、従来のサービスレベルが維持 されているという

結果であった。このことは制度の移行期において、サー

ビス レベルを低下 させなかったことは評価できると考え

る。これは、介護保険制度の非該当者に対 して も従来ど

お り通所介護 を利用できるという対策を講 じたことが非

常 に大 きい。高齢者にとって、通所介護は施設に行 って

入浴や食事の提供 を受 けるだけでな く、外 出の機 会 と

なっており、他者 との交流する場 となり、閉 じこもり予

防の面から見ても意義のあるサービスであるといえる。

これは訪問による調査で聞かれた通所介護 を利用するこ

とで知 り合いに会えた り、出かけていくことが楽 しい と

いう声からも裏付けられる。 しか し、非該当者の通所介

護利用は一時的に現状のサービス レベルを低下 させない

ための対応であり、今後このような身体的には自立 して

いる高齢者への働 きかけとして、介護予防事業や生活支

援事業、保健事業の充実が課題である。

　次に訪問介護について見ると、導入後利用者数が半減

していた。今回の調査では、介護保険で非該当となった

ことや個別的な理由がほとんどであった。 しか し、限度

額超過や利用料金の問題からサービスの利用を控 えてい

るという声 も新聞紙上に散見される。またそれは本当に

その人に必要なサービスだったのかどうか といった、適

正なサービス利用であったか ということも考えられなけ

ればならない。全国的に見て も訪問介護の利用者数が落

ち込んでいることから、これは適正なサービス提供によ

る減少なのか、利用 した くて も利用できないということ

はないのか、今後その理由を明らかにしてい く必要があ

ろう。

　 さらに、要介護認定で非該当となった者と介護保険を

申請 しなかった者の状況 を把握するために訪問調査 を実

施 したが、大多数は現状 にほぼ満足 していて、特 に不満

も聞かれなかった。我々は、制度移行期において要介護

認定で非該当となった者はサービスを利用できな くなる

ため、生活上何 らかの変化があり、不満に思っている部

分があるのではないか と考えていた。 しか し前述 したよ

うに、従来 どお り通所介護を利用できるような対策を講

じたことで大きな変化は見られず概ね満足 している様子

であった。そのような中で今回もっとも大 きな問題 とし

て受け 止めた ことは、サー ビスをまった く利用 しなく

なった単 身世帯の男性2人 から、今の生活 に孤立感 を

持 っていて、不安な心情 を抱いていたということであっ

た。この2人 は身体的には自立 していて、介護保険制度

の利用は今のところできない状況にあったが、その結果

ホームヘルパーという他者 との関わ りを絶 たれたこと

で、孤立感 を一層強 く感 じることとなったといえる。 こ

れは、高齢者は身体的なことや生活面での支援 を求めて

いるのは言うまで もないが、それと同様あるいはそれ以

上に他者 との関わりを求めているのではないだろうか。

もう1人 のサービスをまったく利用 しなくなった者は、

老夫婦世帯であるせいか孤立感の訴えや不安 というもの

はほとんど聞かれなかったことからも、高齢者を1人 き

りにしない、孤立感 を感 じさせないような支援の必要性

を感 じた。高齢者の孤立や閉じこもりは、さまざまな弊

害を生む。それを防止する対策 を講 じることは、今後の

大きな課題であろう。

　今回の調査 を通 して、1人 暮 らしで も上手にサービス

を利用 して生 き生 き地域で生活 している高齢者 もいれ

ば、現存のサー ビスでは対応できず孤立 している高齢者

もいることがわかった。1人1人 が生 き生 きと地域で生

活 してい くためには、まず、その地域の高齢者が実際に

どんなニーズを持っているのかを把握することが先決で

あ り、把握 したニーズをサービスに反映 してい くことが

求め られる。つ まり、現存のサービスに高齢者を当ては

めるのではなく、個 々人にサービスを合わせるといった

柔軟性が重要であ り、それをコーディネー トする人材が

必要であると考える。

　 また今回の対象者では、利用サービスは変化 しなかっ

た者が多かったわけであるが、そのせいか制度が変化 し

たことをあまり意識 している様子 も見られなかった。介

護保険制度をほとんど知 らない高齢者 も、想像以上に多

かったように思われた。利用者の 自己決定を尊重する介

護保険制度 を成熟 したものにするためには、今以上に高

齢者が自己決定できる ように働 きかけることが望 まし

い。
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今後は介護保険制度 を含めての高齢者支援について、

健康な高齢者 も要支援 ・要介護状態の高齢者 もそれぞれ

がサービスを上手に活用で きるようなシステムを整 える

ことが必要である。

まとめ

今回の調査結果か ら明らかになったことは、以下の4

点であった。

1・ 介護保険制度導入前後において、9割 以上の高齢者

はサービス利用内容が変化 しなかった。

2・ 通所介護の利用者数はほとんど変化せず、訪問介護

の利用者数は半減 した。これは対象地域において、非

該当者に対 して通所介護を引 き続 き利用できるよう対

策を講 じたためであった。

3・ 非該当者は概ね現状に満足 していたが孤立 したこと

による不安 を持 ってお り、他者 との関わ りを求め る

ニーズがあった。

4・ 非該当者など、サービスを利用で きな くなった者へ

の対応が課題である。

今回の調査を進めるにあた り、ご協力をいただいたA

村の高齢者 と家族の皆様および関係者の皆様 に心か らお

礼申し上げます。

(受理 日： 平 成14年11月15日)
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